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腦 下 垂體 原 基 ノ發 生 ニ關 ス ル 研 究

(其 ノ1)

(無尾兩 棲類 中蟾蜍 ニ於 ケル檢 索)

岡山醫科大學解剖學教室胎生學研究室(主 任敷波教授)

佐 藤 幹

[昭 和8年5月31日 受 稿]

Aus dem Embryologischen Laboralorium des Anatomischen Institutes der Okayama Medizinischen Fukultat.

(Vorstand: Prof. Dr. J. Shikinami).

Studien uber die Entwicklung der Hypophyseanlage.

I. Mitteilung.

(Bei den Amphibien, besonders den Embryonen von

Bufo vulgaris japonicus).

Von

Kan Sato.

Eingegangen am 31. Mai 1933.

Unter der Leitung von Herrn Prof. J. Shikinami habe ich die Entwicklung der

Hypophyseanlage von Bufo vulgaris japonicus bearbeitet. Die embryologische For-

schung an diesem Tiere ist bis jetzt schon von vielen Autoren und von vielen Seiten

her eingehend betrieben worden, besonders mit bezug auf die Hypophyse hat Atwell

im Jabre 1918 ausfuhrlich berichtet. Einerseits sollte ich nachprufen, dass der Mutter-

boden der Hypophyse ganz richtig sei, andrerseits sollte ich die morphologischen

Entwicklungszustande verfolgen.

Als Material benutzte ich die Embryone von Bufo vulgaris japonicus. Das Material

in 12 Stadien von 4.0mm bis 12.0mm Korperlange war grosstenteils mit Zenkerscher

Losung und der Rest mit Formolalkohol fixiert. Die Farbung war fast ganz mit

Borax-Karmin und teilweise mit Hamatoxylin-Eosin geschehen. Alles wurde in Paraffin

eingebettet und teils in queren Serien von 10μ oder 20μ Dicke, teils in sagittalen

Serien von 10μ geschnitten. Die Wachsplattenmodelle wurden in 100 oder 150 facber

Vergrosserung nach der Born-Peterschen Methode angefertigt. Die hauptsachlichen

184



腦下垂體原基ノ發生ニ關スル研究 185

Resultate der vorliegenden Untersuchungen lassen sich folgendermassen zusammen-

fsssen.

Bei den Embryonen von Bufo vulgaris japonicus hat;

1) Die Hpopphyse 3 epitheliale Teile und einen neuralen Teil. Die epithelialen

Teile entstehen als Ausstulpung aus der inneren Schicht des Epithels, bei dem man

folgende 3 Teile unterscheidet: Pars anterior, Pars intermedia und Pars tuberalis.

2) Pars anterior entwickelt sich aus dem mittleren Hauptteile der Hypophyse
,

welche von der Mittelpartie der inneren Schicht des Epithels caudalwarts ausgestulpt

wird. Wenn die Hypophyse soweit entwickelt ist, dass man darin 3 Teile unterscheiden

kann, so besitzt Pars anterior den grossten Teil der Hypophyse und liegt ventrocaudal

von den anderen 2 Teilen. Ausser in den Fruhentwicklungsstadien ist der Quer-

durchmesser immer grosser als die Lange, und von ventraler Ansicht zeigt sie ellipsoidi-

sohe Gestalt.

3) Pars intermedia findet sich erst bei der Metamorphose und sitzt dorsolateral

von der Pars anterior. In ventraler Ansicht verbreitet sich Pars intermedia beider-

seits der Pars anterior flugelartig.

4) Partes tuberales zeigen sich wie zwei Fortsatze, welche vorn lateral der Pars

anterior beginnen, und sich allmahlich nach vorn verlangern und endlich zwei selb-

standige solide Gewebe an der ventralen Flache des Infundibulums werden, wobei

sie den Zusammenhang mit der Pars anterior verlieren.

5) In der Larve von Bufo vulgaris japonicus findet sich keine deutliche Grenze

zwischen Pars neuralis und Infundibulum. (Autoreferal).
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主要文獻

挿圖説明

1. 緒 言

雨棲類 ノ腦 下垂體發 生ニ關スル業績 ハ古來

多數 ニ存 ス.1871年Mullerハ 脊 椎動物 ノ各

網 ニ亙 リテ多數 ノ動物ヲ對 象 トシテナセル廣

汎 ナル業績 ノ緒 言ニ於 テ,從 來發 表セラレタ

ル腦下垂體發 生母地ニ關スル研究 ヲ分類 シテ

次 ノ4説 トセ リ.

即 チ第1ハ 腦 下垂體 ハ腦 部 ノ變 形 セ ル モ ノニ シ

テ,間 腦ノ 後端即 チ漏 斗部 ヨ リ出 ヅル モ ノナ リト

云 フ説 ニ シテ,Stannius, Mullerガ 魚類 ・兩棲 類 ・

爬蟲 類 ニ於 テ證 明 シタル所 ト一 致 スルモ ノナ リ.

第2ハ1838年 ニRuthkeニ ヨ リテ初 メテ唱 ヘ ラレ

タル説 ニ シテ 咽頭腺 葉 ノ膨 出 ヨ リ生 ズ ル トナ ス説
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ナ リ.此 説 ハ後 年Luschkaニ ヨ リテ人胎兒 ニテ 確

メラ レタ リ.第3ハ 脊索 ノ前端 ヨ リ生 ズ ト云 フ説

ナ リ.第4ハ腦 下垂體 ハ咽 頭腺 葉 ノ前 端 ノ場 所 ニ

生 ズ ル モオ ソラク軟腦 膜 ノ増殖 ニヨ リテ 生 ズル ナ

ラ ン ト ノ説 ナ リ.次 デ1875年GoetteハUnkeヲ

檢索 シテ腦 下 垂體 原 基 ハ咽頭 膜 ノ背 方 ノ外 胚葉 ノ

内層 ヨ リ生 ズ ト云 ヘ リ.v. KupfferハRana fusoa

ニテ檢 索 セ ル結 果Goetteガ 観 察 セル如 キ方法 ニ

テ生 ズ ル ノヲ見 出 セ シモ,後 ニ ハ此外 胚 葉性 ノモ

ノニ咽 頭 膜 ノ後 方 ニ在 ル 内胚 薬 ヨ リ生 ジ タル隆 起

ガ之 ニ カラ ミツイテ 完成 セ ラ レタル腦 下垂體 ノ後

部 トナル ト云 ヘ リ.即 チ前 外胚葉 性 ノモ ノ ト後 内

胚葉 性 ノ兩部 分 ヨ リ成 立 ス ト説 ケ リ.カ カ ル雨説

存 スル 時 ニ於 テ1899年Gorningハ 無 尾類 ノ頭 部

發生 ニ就 テ ノ精 密 ナ ル観 察 ニ基 ヅ キテ,腦 下垂 體

ノ外 胚 葉性 部 ハ外 胚 葉 ノ内層 ヨ リ生 ジテ咽 頭膜 附

着部 ノ背 方 ニ延 ビ脊索 ノ前端 近 クニ至 リ附 近 ニ在

ル外 胚葉 性 ノ細胞 ト融 合 シテ前 腸 ノ背 壁 ノ形成 ニ

關 與 ス ルガ,v. Kupffer等 ノ唱 ヘ タル ガ如 キ内 胚

葉 性 原 基 ノ關 與 ヲ否定 セ リ.以 上 述ベ シ如 ク腦 下

垂體 ノ發 生 母地 ニ關 シテ ハ外 胚 葉 ノ ミヨ リ生 ズル

ト云 フ説 ト,内 外兩 胚 葉 ヨ リ生 ズ ト云 フ2説 ア リ

テ 決定 的 ノ業 績 ヲ見 ザ リシガ,1818年 ニ至 リテ

Atwellハ兩 棲 類 ニ於 テanterior lobe properハ 質

實 ノ上 皮 性原 基 ノ中 央 部 ヨ リ生 ズ ト云 ヒ,外 胚葉

説 ヲ唱 ヘ タ リ.

次 ニ腦 下垂體 ノ形 態學 的發 生 ニ關 シテ ノ業績 ヲ

見 ルニ1918年Atwellガ 無 尾兩 棲類 ニ就 テ主 ト シ

ラ其 ノ形 態學 的發 生 ヲ檢 索 シテ,Tilneyニ ヨ リテ

唱 ヘ ラ レタルPurs tuberalisノ 發 育 ヲ特 ニ意 ヲ用

ヒ テ檢 索 セ リ.氏 ハ 更 ニ進 デ1921年 有尾兩 棲類 ニ

就 テ檢 索 シ上皮 ヨ リ發 生 ス ル モ ノハPars anterior

proprior, Pars iutermediu及 ビPars tuberalis

ノ3部 分 ニ分 レ ル コ トヲ説 キ,尚 ホ其 ノ位置 的

相 互 關 係 ヲ明 カ ニセ リ.氏 ハ更 ニ之 等腦 下垂 體 中

ノ3部 分 ノ比 較 的重 量 ヲ計測 シテPars anterior

proprior (74.15), Purs intermedia (24.82), Purs

tuberalis (1.005)ナ リ ト云 ヒ.Pars tnberulisハ

ー番 小サ クシテ4匹 ノ蛙 ニ依 リ檢 シ タル所 ニ ヨ レ

バPurs intermediaノ 重量 ノ1/20ヨ リ尚ホ小 ナ リ

ト云 ヒ タ リ.而 シテ紳經 葉 ハ某 ノ他 ノ部分 ト區別

スベ キ境 界 ヲ明 カ ニ スル満 足 ナ ル標 準 ガ無 キ タメ

ニ現 今 ノ學 説 ニ於 テハ 考慮 セ ラ レズ ト附 加 セ リ.

我 國 ニ於 テハ 森 ・鷲見 氏 等 ノ腦 下垂 體 ニ關 スル

研 究 ア リ.1924年 鷲 見氏 ハ有尾兩 棲 類 ニ就 テ其 ノ

形 態 學的 發 生 ノ研 究 ヲ發 表 シ,上 皮 性腦 下垂 體 ハ

Atwellノ 云 フ如 クニ3部 分 ヨ リ成 リ,胎 仔 大 キ ク

ナ リテ ヨ リハPars anteriorガ腦 下 垂體 ノ大 部 分

ヲ占 メテ 漏斗 部 ノ尾腹 方 ニ存 在 ス.變 態 期 ニ於 テ

ハPars intermediaガ 著 明 ニ發達 シテ胎 仔 ノ成 長

期 ニハ神經 葉 ノ尾 方,前 葉 ノ背 方 ニ存 在 ス.Pars

tuberalisハ 前葉 ノ兩 側 ヨ リ發育 シテ變 態期 マデハ

著 明 ニ發 育 スルガ,變 態後 ノ發 育 ハ著 シカ ラズ ト

述 ベタ リ.氏 ハ更 ニ研 究 ヲ續 ケテDiemyetylus

pyrrhogasterトMegalobatrachus maximusヲ 用

ヒテ 特 ニPars tuberalisノ 形 態 學的 發 生 ニ關 シテ

精 細 ナ ル観 察 ヲ記 載 セ リ.

次 ニ成 熟 セ ル蟾蜍 ニ就テ ハ1899年Ecker Gaupp

ガ蛙 ノ解 剖 ナ ル精 細 ヲ極 メ タル著 書 ニ於 テ腦 下垂

體 ハ2部 分 ニ分 タレ前方 ニ在 ル小 ナル部 分 ト後 方

ニ存 ス ル大 ナ ル部 分 ノ2部 ニ分 タ レル モ,前 方 ニ

在 ル モ ノハ更 ニ3ツ ノ部 分 ニ分 タ レ左 右 ヘ強 ク突

出 セ ル2葉 トソ レヲ連 絡 セ ル狭 キ柄 部 トヨ リ成 立

ス.外 見 上 ハ柄 部 ハ後 葉 ニ ヨ リテ隠陋 セ ラルル故

ニ,前 葉 ハ側 方部 ノ ミ腹 側觀 ニテ見 得 ト記述 セ リ.

以 上 ノ文 獻 ニ見 タ ル如 ク腦 下 垂 體 ノ發 生 母

地 ニ 關 シ テ ハ古 來 ヨソ數 説 ア リテ 最 近 ニ至 リ

テ 略 ボ 上 皮 性 ノ モ ノ ニ 一 定 セル 如 キ觀 アル モ

コ ノ點 ニ於 ケ ル 追 試 及 ビ其 ノ形 態 學 的 發 生 階
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梯ニ關 シテ敷波教授指導ノ下ニ檢索 シ稍々所

見ヲ得タリト信ズルヲ以テ此處 ニ發表 シ大方

諸彦 ノ叱正 ト批判 ヲ乞 ハ ントス.

2. 材料及ビ檢索方法

當胎生學研究室所有(主 トシテ岡山縣御津

郡牧石村原 ノ沼澤 ヨ リ採卵飼育 シ切片標本 ト

セルモノ)ノBufo vulgaris japonicusノ 既

製標本 ヲー々顯微鏡下 ニ檢索 シ,其 ノ中必要

ナル發育階梯 ニアルモノ12箇 ヲ選 ビ特 ニ精細

ナル檢索ニ資 セリ.固 定 ハ「ツエ ンケル」氏液

又 ハ「フオル モール アルコール」ヲ用 ヒ,一 部

ハ「ボー ラツクスカル ミン」ノStuckfarbung

ヲ行 ヒ,他 ハ「ヘマ トキ シリンエオ ジン」ノ複

染色 ヲ行 ヒ包埋ハ全部「バ ラフィン」ヲ用 ヒ,

切斷 方向 ハ長軸 ニ垂直 ナル モノ多 ク,中 ニハ

sagittalノ モ ノヲ交 ヘ,厚 サハ10μ ノモノ多

ク中ニ20μ ノ モノ少數 ニ在 リテ 全部連續 切

片標本 トセルモ ノヲ用 ヒタ リ.コ レヲ精細 ニ

顯微鏡下ニ檢スル ト共 ニ一部ハEdingerノ

Zeichenapparatニ テ100倍 及 ビ150倍 ニ擴

大記 載 シ1mm及 ビ1.5mmノ〓 板ニ複寫 シテ

Born Peter氏 法 ニヨリ重積 シ100倍 及 ビ150

倍 ノ擴大模型ヲ 製作 シ檢索 セ リ.余 ノ特 ニ委

シク研究 セル胎仔 ヲ其 ノ發 育階梯 ニ從 ヒテ表

示ス レバ次 表ノ如 シ.

此處 ニ體長 ガ臓 器發育順序ニ大 トナラズ シ

テ各階梯 ニ於 テ大小 ノ差異ヲ生ゼルハ,胎 仔

個體 ノ個體的差異ニヨルモ ノナ ラン.換 言 セ

バ體 長ノ大 ナル胎仔必ズ シモ發育ノ進 メルモ

ノ トハ斷 言 シ得ズ ト思惟ス.
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3. 蟾蜍 各胎仔ニ於ケル腦下垂體原基ノ

發生ニ關スル觀察

第1階俤 胎仔 記 號62 全 長4.0mm

縦 斷

長軸 ハ眞 直 ニ シテ外 見 上頭 部 ト腹 部 ト ノ區別 著

明 ナ リ.頭 部 ノ腹 側 ニハ吸着 器 ヲ有 シ,腹 部 ハ膨 逢

セ リ.縦 斷 切 片 ヲ顯 微鏡 下ニ見 ルニ原始 眼胞 ハ未

ダ 前腦 ト完 全 ニ交 通 シ水 晶 體板 ハ認 メガ タケ レ ド

モ 嗅板 ノ發 生 ヲ認 ム.腹 部 ニ於 テ ハ卵 黄塊 充満 ス.

胎 仔 ノ略 ボ中 央 部 切片 ヲ見 ル ニ前腦 ハ 略 ボ球 形 ヲ

ナ シテ 前頭 部 ニ在 リ.中 腦 トノ境 界 ニナ ル ベキ背

部隆 起 ハ著 明 ナ レドモ後隆 起 ハ顕 著 ナ ラズ.視 神

經 交 叉部隆 起 モ其 ノ原 始 ヲア ラハ シ漏 斗 部 ハ半 月

状 ニ尾 方 ヘ向 ヒ腮 腸 ヲ壓迫 セ ル如 キ状 ヲ呈 ス.體

前 方 ニ於 ケル上 皮 ハ2層 トナ リ外 層ノ モ ノハ厚 ク

シテ 大 ナ ル細 胞 ヨ リナ リ,内 層 ノモ ノハ非 常 ニ薄

クシテ1列 ニ並 ベル扁 平 上皮 細 胞 ヨ リ成 ル.コ ノ

細胞 列 ハ前腦 ノ腹 側 面 ニ近 ヅク ニ ツ レテ漸次 其 ノ

厚 サ ヲ増加 シ前腦 ト腮 腸 トノ間 ニ在 ル間 隙腔 ヲ尾

方 ニ向 ヒテ 延 ブ.コ レ腦 下垂 體 ノ原基 ニシテ視 神

經 交 叉隆 起 ノ直前 ニ於 テ少 シ ク背 方ニ隆 出 シ前腦

ヲ上 方ニ壓 シ タル状 ヲ呈 セ リ.Fig. 1.ニ 示 セ ル如

ク腦 下垂體 原基 ノ背 方 及 ビ尾 方端 ハ他ノ 細 胞 ヲ交

ヘザ ル モ腮 腸 ノ前 端 部 ニ於 テハ 弱擴 大 ニテ 見 レバ

之 トノ境 界 不明瞭 ナ リ.依 リテ強擴 大 ニヲ見 ル ニ

Fig. 2.ノ 示 ス ガ如 ク腦 下垂 體 部 ニ於 ケル細 胞 ハ形

小 サ ク原形質 少量 ニ シテ細 胞多數 互 ニ相 重ナ リテ

存 スル ヲ見 ル モ.腮腸 前 壁 ハ粗大 ナ ル圓桂細 胞 ヨ

リナ リ原形 質 多量 ニ存 シ細胞 ノ數少 ナ ク兩 者 ノ間

ニハ 薄 キ膜樣 ノ境 界 ヲ認 ム.模 型(圖 示 セ ズ)ニ

就 キテ見 ル ニ左右 嗅 板 ノ下縁 ノ高 サ ニ於 テ正 中線

ニテ上皮 内層 ハ前腦 ト腮 腸 トノ間 ニ延 ビ其 ノ腹 側

部 ハ腮 腸 トノ境 界 不 明瞭 ナ リ.

Fig. 1.
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Fig. 2.

第2階 梯 胎仔記號126 全 長7.0mm

縦斷 頂 肛徑5.0mm

輕度 ノ項彎 曲 ア リテ 腹 部 ハ依然膨隆 シ尾 部 ハ短

カシ.肉 眼 ニテ 明 瞭 ニ外鰓 ヲ詔 メ得.ロ 窩 ハ可成

リ深 ク入 り込ミ テ先 端 ハ背尾 方 ニ向 ヒ,中 央 部 ニ

於 テハ腮腸 トノ境界 ハ薄 キ咽 頭 膜 ニテ境 セ ラル.

吸 着 器 ハ前 後2唇 ヨ リ成 リ前 腸 ノ腹 側 ニハ心 臓 ノ

發 生 ヲ認 メ腹 部 ニハ 卵黄 細胞ノ 充満 セ ル ヲ見 ル.

漏 斗 部 ハ前階 梯 ノモ ノヨ リ更 ニ尾 方 ニ向ヒ突 出 シ

テ腮 腸 トノ間 ニハ僅 ノ間 隙 ヲ殘 ス ノ ミナ リ.Fig. 3

Fig. 3.
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ノ示ス如 クニ脊索ハコノ漏斗部ノ尾端ヨリ發シテ

後方ニ向ヒ長 ク續ク.前 腦ノ前方ニアル上皮内層

ハロ窩 ノ背側ニ至リテ,急 ニ厚サヲ増シテ前腦ト

ノ間ニ在ル中胚葉細胞 トノ間ニハ弱擴大ニテハ明

確ナル境界ヲ認知シ得ズシテ咽頭膜 ノ背方ヲ尾方

ニ向ヒ延ブ.コ ノ場所ニ至 レバ腦下垂體原基 ノ厚

サハロ腔背側ニ於 ケルモノノ約1/2トナル.カ クシ

テ更ニ前腦 ト前腸 トノ間ヲ通リテ尾方ニ延長シ半

月状腔ヲ示セル漏斗部 ノ前1/3ノ所 ニ稍々尖レル先

端ヲ以テ終ル.腮 腸ノ上皮細胞トハ明瞭ナル境界

ヲ示シ之 ト融合セル部ヲ見出サズ.此 切片標本ニ

於テハ腦下垂體原基 ノ背側 ト周園組織トノ關係ハ

前階梯ノモノノ如 クニ劃然タル境界ヲ見出シ難ケ

レドモ,之 ヲ強擴大ニテ見レバFig. 4.ノ 示 スガ

如 ク腦下垂體部ニ於ケル細胞ハ前階梯ニ記載セシ

如 ク形小サク原形質少量ニシテ細胞多數相重ナリ

テ存在スルヲ見ルモ,中 胚葉細胞ハ非常ニ粗ニシ

テ散在性ニ存シ兩者ノ間ニハ薄キ線樣 ノ境界ヲ明

視スルヲ得ルナリ.

Fig. 4.

第3階 梯 胎 仔 記 號113 全 長8.8mm

縦斷 頂 肛徑4.8mm

中等 度 ノ背 部 屈 曲 ヲ認 メ外鰓 ハ次 第 ニ成 長 シ外

見 上著 明 ニ認 メラル.尾 部 ハ發育 著 シク尾端 ハ少

シ ク上 方 ニ向 フ.腹 部 ノ膨隆尚 ホ明 カ ナ リ.咽 頭

膜 ハ消 失 シロ窩 ハ腮 腸 ト交 通 セ リ.頭 頂 ニハ 松 毬

體 ノ原 基 ア リ.嗅 窩 ハ 已 ニ嗅嚢 ヲ形成 シタ リ.吸

着 器 ハ2唇尚 ホ存 ス レ ドモ尾 方 ノモ ノ ノ形著 シク

小 トナ レ リ.心臟 ハ更 ニ發育 シ其 ノ尾 方 ニ肝 臓 ノ

發育セルヲ見ル.脊 索ノ前端ハ漏斗部ノ後方ヲ輕

ク壓シテ初 リ尾方ニ延ブ.腦 ハ各部發育シ松毬體

ノ尾方ニ於テ背隆起著明ニ腦室中ヘ突出シ,後 結

節ノ發育モ著シク前腦 ト中腦 トノ間ニ明カナル境

界ノ標準ヲ作レリ.視 神經交叉部隆起及ビ横隆起

モ著明ニ發育シ漏斗部ハ略ボ三角形トナ リテ其ノ

尖端ハ腹尾方ニ向フ.腦 ノ前背方ニ於ケル上皮細

胞ハ2列 ヨリ成 リ其ノ外層ノモノハ内層ニ比シテ

厚ク大ナル圓柱細胞 ノ1列 ニ並列セルモノヨリ成
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リテ,ロ 窩 ノ入 ロ ヨ リ少 シク前方 ニ於 テ其 ノ規 則

正 シキ排 列 ヲ捨 テテ1列 ニ並 ビ タル其 ノ内 方 ノ扁

平上 皮 細胞 ト ノ間 ノ明 瞭 ナル境 界 ヲ缺 クニ至 ル.

此標 本 ニ於テ ハFig. 5.ノ 示 スガ如 クニ内層 ノ細

胞 列 ハ中胚 葉細胞 トハ弱 擴大 ニテ見 テモ明 劃 ナル

境界 ヲ示 セ リ.ロ窩ノ 背 側 上皮 ヲ尾 方 ニ追求 スル

ニ上 皮外 層 ノ續 キハ1列 ノcubische Zellenノ 層

トナリテ其 ノ背側ニコレト接シテ扁平細胞 ノ内層

ト並行シツツ漏斗部 ノ腹側ニ至ル.漏 斗部ノ腹側

ニ於テハ三日月形ノ腦下垂體之ニ密着シテ存在シ

其 ノ尾端ハ漏斗部ノ尾端ヨリ僅ニ前方ニ在リ.咽

頭壁 トノ間ニハ少シノ間隙ヲ存シタルモ腦下垂體

ノ存スル部分ニ於テ咽頭壁ハ咽頭腔ニ向ヒテ著明

ナル膨出ヲ示セリ.

Fig. 5.

第4階 梯 胎仔記號22 全 長8.5mm

横斷 頂肛徑5.0mm

此胎仔ノ外鰓ハ發育良ク3對 ノ外鰓中第1ノ モ

ノハ大キクシテ尾方ニ長ク延長ス.背 部ハ輕ク腹

側ニ向ヒテ凹彎ス.尾 部ハ長ク後方ニ延長シ腹部

ハ相當ニ膨隆 シタリ.嗅 窩ハ既ニ嗅嚢ヲ形成シ眼

莖ハ細長ク眼盃 ノ腹内方ニ入ル.肝 臓原基 ノ發育

ハ著明ナリ.連續 切片ヲ頭方ヨリ漸次尾方ニ向ヒ

顯微鏡下ニ檢スルニ前腦 ト腮腸トノ間ニハ中胚葉

性細胞ガ疎雜ニ存スルノミニシテ實質性ノ臓器ヲ

有セズ.松 毬體及ビ左右聽胞ノ消失スル所ニ於テ

モ前腦部ト腮腸トノ間ニハ中胚葉性細胞ガ左右對

稱的ニ稍々集塊状 トナリテ存スハノミニシテ正中

線上ニハ質實ノ臓器ヲ認メズ.之 前階梯ニ於ケル

迄上皮細胞層ヨリ腦ト腮腸 トノ間ヲ通リテ尾方ヘ

延ビタル腦下垂體原基ノ途中ニ於テ連絡ガ切レシ

タメナリ.側 腦室腔少シク狭クナリテ眼莖ガ腦底

ヨリ出デテ眼盃ヘ向フ部位ニ至 リテ初メテ腦 ト腮

腸 トノ間ニ於テ正中線ニテ腦ニ稍々近ク色素ニ濃

染スル質實性臓器 ノ先端ヲ見ル.之 腦下垂體ノ先

端ナリ.切 片ヲ追フニ從ヒテコノモノノ大サハ増

大シ頂點ヲ腮腸ヘ向ケ底邊ヲ腦底ヘ密着セシメタ

ル質實ノ三角形状ヲ呈ス.此 部位ニ至 レバ腦室ハ

細長ク其ノ頭背側ニ於テ腔ハ左右ヘ擴大ス.腦 下

垂體ノ形ハ尾方ヘ行クニ從ヒテ其ノ底邊長ク扁平

ニ近ヅク.之 ト共ニ前腦ハ其ノ中央ヨリ稍々腹側
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ニ於ヲ 左 右 側面 ヨ リ陥 入 シテ 漏 斗部 ノ形 成 サ ル ル

ヲ見 ル.更 ニ進 メバ此 陥入 ハ腦 部 ヲ腹背 ノ2部 ニ

分 チ腹 部 ノモ ノハ漏 斗 部 ニ シテ背 方 ノモ ノハ間腦

ナ リ.腦 下垂 體 ハ ソ レヨ リ漸 次形 小 サ クナ リテ,

漏 斗部 分離 シテ ヨ リ30μ 尾 方 ニ至 リテ消失ス.漏

斗部 ハ其 ノ壁 漸次 菲薄 トナ リッツ後 方 ニ連 ナ リ間

腦 トノ距離 ハ漸次 大 キク ナル.脊 索 ノ前端 ガ出 現

ス ル直 前 ニ於ヲ 漏斗 部 ノ後端 ハ終 ル.模 型(100倍)

ニ ツキヲ 見 ル ニ腦 下 垂體 ハ間 腦 ノ腹 尾 側 ノ漏 斗部

ニ密 着 シテ腮腸 トノ間 ニ存在 ス.腹 面 ヨ リ見 ル ニ

Fig. 6.ノ 示 ス ガ如 ク腦 下垂 體 ノ全 形 ハ「ビ ラ ミツ

ド」 形 ヲ呈 シ,腹 側 ニ向 ヒテ突 出 シ前 端 ハ稍 々尖

リ間腦 トノ距 離2.0mmア リテ,後 端 ハ鈍 圓形 ニ

終 り漏 斗 部 ノ中央 ニ密 着 セ リ.前 後 長1.8cm最 大

幅1.3cmア リ.

Fig. 6.

第5階 梯 胎仔記號5 全 長8.0mm

横斷 頂肛徑6.0mm

背部ハ腹側ヘ向ヒテ輕 ク凹彎シ尾部ハ延ビ腹部

ハ膨隆 ス.連續 切片ニ就キテ檢 スルニ左嗅嚢ハ明

カニ嗅窩ヲ形成スルモ右嗅嚢ニ於テハ嗅窩判然セ

ズ.心 臓ハ各室各房 ノ發育著明ニシテ其ノ尾方ニ

ハ肝臓發育ス.腹 部ニハ卵黄細胞多數ニ存在ス.

嗅嚢及ビ松毬體 ノ後端ニ至ルマデハ前腦 ト腮腸ト

ノ間ニハ質實ノ臓器存在セズシテ中胚葉細胞左右

對稱的ニ細胞集團トシテ存在スルノミナリ.腦 室

腔少シク狭 クナルト共ニ腦實質ノ厚サヲ増加セル

部位ニテ,兩 眼盃ニ眼莖ガ腦底ヨリ出ヅル所ニ於

テ,腦 底 ト腮腸 トノ間隙ヘ腦下垂體ノ前端ガ出現

ス.色 素ニ濃ク染 リ腦底 ト腮腸間ニ於テ腦底ニ近

ク1/3ノ距離ニ在 リ.腦 室腔ガ狭クナルト共ニ腦

下垂體ハ大キクナリテ漸次腦底ニ近ヅキ初 メヨリ

70μ ニ於 テ全ク腦底ニ密着スルニ至ル.腦 下垂體

ノ形 ハ初 メハ三 角 形 ヲ呈 ス レ ドモ尾 方 ニ追求 スル

ニ從 ヒテ三 日月形 トナ リ,漏 斗 部 ガ間腦 トノ聯 絡

ヲ斷 ツ部 位 ニ至 レバ三 日月 形 ノ中央 ハ引 キ込 ミテ

腮 腸 ヘ向 ヘ ル中央 部 ニ溝 ヲ造 ル ニ至 ル.此 部 位 ニ

至 レバ眼盃 ハ其 ノ後 端 ノ痕 跡 ヲ残 ス ノ ミトナ ル.

漏 斗内腔 ガ腦室 ト連 絡 ヲ斷 ツニ至 リテ ヨ リ30μ ニ

シテ腦 下垂 體 ノ後端 ハ消 失 ス.前 端 ガ尖 レル ニ反

シテ 後 端 ハ鈍圓 ニ終 ル.模 型(100倍)ニ 就 キ テ見

ル ニ腦 下垂 體 ハ漏 斗 部 ノ中央 ニ之 ニ密 着 シ腮 腸 ト

ノ間 ニハ サマ ル.腹 側 ヨ リ見 レバFig. 7.ノ 示 ス

ガ如 クニ腦 下垂 體 ハ正 中線 上ニ存 シ,其 ノ後 端

ハ漏 斗 ノ基 根部 ヨ リ4.0mm前 方 ニ在 リテ 前後

長2.1cm最 大幅1.1cmナ リ.前 端 ハ腦 底 ヨ リ

1mmハ ナ レ タル腹 側 ニ在 り.腹 側 中央 ハ腮 腸 ニ

向 ヒテ隆 起 シ其 ノ後 方ハ 中央 部 凹形 トナ レ リ.

Fig. 7.
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第6階 梯 胎 仔記 號50 全 長12.0mm

横斷 頂肛 径5.5mm

長 軸 ハ 眞 直 ニ シテ彎 曲ナ シ.嗅 嚢 ハ内 方ヘ 進 入

シテ ロ腔 ト相 通 ジ,呼 吸 器 ハ氣 管 ト肺 原基 ヲ明 カ

ニ識 別 シ得 ル ニ至 ル.卵 黄塊 ハ次 第 ニ消失 シ來 ル.

切片 ヲ顯 微 鏡下 ニ見 ル ニ圓形 ニ近 キ横 斷 面 ヲア ラ

ハ セ ル腦 ハ視 神經 基 根部 近 クヨ リ漸次 腹側 ニ 向 ヒ

ヲ長 クナ リ,兩 眼球後 端 ヨ リ少 シ前 方 ニ於 テ腦 ノ

中半 部 ヨ リ縊 レテ漏 斗部 ノ前 端 ヲア ラハ ス.其 ノ

腹 側 ニ於 テ三 日月 形 ノ腦 下垂 體 ノ前 端 ガ出 現 ス.

此部 位ハ兩 眼 ノ後 端僅 ニ残 レル部 位ナ リ.腦 下 垂

體 ハ尾 方 ニ赴 クニ ツ レヲ 漸次 其 ノ厚 サ ト幅 ヲ増 シ

ソ レ ト共 ニ漏 斗部 ハ 愈々縊 レテ 間腦 トノ連絡 部 ハ

幅狭 クナ ル.漏 斗 部 ト間腦 トノ連 絡 全 ク切 レテ 漏

斗部 ガ間腦 ト腮 腸 トノ中 間 ニ孤 立 シ タル部 位 ニ於

テ ハ,腦 下垂 體ハ 漏 斗腹 側幅 ノ中央 約2/3ヲ 占 ムル

ニ至 ル.尾 方 更 ニ20μ ノ間 ニ於 テ腦 下垂 體 ハ厚 サ

ヲ増 セ ドモ漏 斗 部 ハ比 較的 早 ク其 ノ後 端 ヲ消失 セ

シム.腦 下垂 體 ハ漏 斗 ノ後 端 消失 シテ ヨ リ20μ ノ

間連續 ス.模 型(150倍)ヲ 観 察 スル ニFig. 8.ノ

示 スガ如 ク未 ダ明 カナ ルPars lateralisノ 初 現 ヲ

見 ザル モ全 形 ハ前 端 ニ於 デ稍 々幅 狭 キ四角 形 ヲ呈

ス.後 左 右 ニハPars intermedia少 シク突出 ス.

腦 下垂 體 ノ幅 ハ3.1cm長 サ1.8cmア リ.Pars in-

termediaハ 左右 共 ニPars anteriorノ 側 端 ヨ リ測

定 シテ幅0.7cm長 サ0.8cmア リ.

Fig. 8.

第7階 梯 胎仔記號53 全 長17.5mm

横斷 頂肛徑7.0mm

外見上腹部ノ膨隆ヲ認メズ.尾 部ハヨク發育ン

タリ.願 蓋下顎ノ軟骨組織ノ發育良好ナリ.眼 莖

ハ細長ク彎曲シテ視神經乳頭部ニ連ル.肝 臓 モ發

育良好ニシテ胃ハ胃底腺ヲ發生ス.肺 臓原基ハ單

層扁平上皮トナリ消化管 ト分離ス.切 片ヲ鏡見ス

ルニ眼球 ノ存スル部位ニ於テハ腦室腔椙當ニ廣ク

シテ將來劍状骨 トナルベキ軟骨ハ腦ノ腹側方ニー

對存在ス.尾 方ニ追求 スルニツレテ腦室ハ狭小 ト

ナリテ腦 ノ下半部腹側部ハ左右側ヘ少シク膨隆 シ

テ漏斗部ノ初 リヲ示ス.左 右ノ軟骨ハ稍々大 トナ

ル.コ ノ腦 ノ膨隆部ハ漸次左右ヘ廣ガリテ腦室ト

通ジタル腔ハ非常ニ狭小 トナル.左 軟骨ハ更ニ左

側方ヘ延ビテ長クナル.此 部位ニ至レバ漏斗部 ノ

腹側ニ之ニ密着シテ輕ク腹側ヘ隆出セル腦下垂體

ノ前端ヲアラハス.漏 斗部ガ完全ニ間腦 ト連絡ヲ

失ヒタル部位ニ至レバ,腦 下垂體ハ其ノ幅ヲ増加

シテ漏斗部 トハ稍々明瞭ナル境ヲ以テ接ス.更 ニ

進メバ溝斗部ノ壁ハ次第ニ薄クナルニ反シテ腦下

垂體ハ其 ノ厚サヲ増 シ紡錘形ヲ呈シテ其ノ腹側ニ

附着セリ.而 シテ腦下垂體ノ腹側ハ咽頭上皮 ト輕

ク接セリ.左 ノ軟骨ハ長ク左側方へ延長セルモ此

處ニ於テ其 ノ間ノ連絡ヲ失ヒ,右 側ノ軟骨ハ右方

ヘ延長ス.漏 斗部ハ其ノ壁愈々菲薄 トナルニ反シ

テ腦下垂體ハ紡錘形ノ幅ヲ愈々増加シテ此部位ニ

至 レバ左右軟骨ノ連絡部ノ背方ニ輕ク接シタリ.

間腦室腔ハ略ボ「クローバ」形ヲ呈シ腦下垂體ノ尾

端近クニ至 レバ腦底 トハ全ク離レテ相當ノ距離ヲ

置イテ存在ス.漏 斗ハ漸次其ノ内腔ヲ失ヒテ背側

壁ハ腦下垂體ニ密着スルニ至ル.カ クテ腦下垂體

ハ左右ニ張ク發育セル軟骨 ト之ヲ連絡スル薄キ結

合物ニテ形成セラレタル土耳古鞍上ニ在リテ其ノ

尾端ニ終ル.腦 下垂體 ノ尾端ガ消失スルト共ニ兩

側ニ存在 セル軟骨組織ハ急ニ内方ヘ向ヒ延ビテー
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樣 ノ厚 サ ヲ有 スル軟 骨組 織 トナ ル.模 型(150倍)

ニ就 キ テ檢 スル ニFig. 9.ニ 示 ス如 ク,腦 下垂 體 ハ

漏 斗 部 ノ中央 ニ於 テ 略 ボ矩形 ヲ呈 シテ 中央 部 ハ腹

側ヘ 向 ヒ テ膨 出 セ リ.之Pars anteriorナ リ.Pars

intermediuハPars auteriorノ 尾 側 方 ヘ向 ヒテ 翼

状 ニ 突 出 セ リ.Pars anterior:ノ 前 後 径 ハ2.7cm,

最 大 幅3.2cmナ リ.Pars intermediaノ 右 方 端 ハ

Purs anteriorノ 右 側 端 ヨ リ測 リテ 幅1.3cm,長 サ

0.7cm,左 方 端 ハPars anteriorノ 左 側端 ヨ リ測 リ

テ 幅1.4cm,長 サ1.0cmア リ.

Fig. 9.

第8階 梯 胎 仔記 號79 全 長25.0mm

横 斷 頂 肛徑10.0mm

腹 部 ハ輕 ク膨隆 シ後 肢 ハ少 シ ク出 現 セ リ.外 鰓

ハ全 ク退 化 シ各鰓 弓 ハ發 育旺 盛 ナ リ.肝 臓 原基 モ

多數 ノ小 葉 ニ分 離 ス.連續 切片 ヲ鏡 見 ス ルニ間腦

ノ腹 側 左右 ニハ軟 骨組 織 ヨク 發 育 セ リ.軟 骨組 織

ノ間 ハ非 常 ニ菲薄 ナ ル組 織 ヲ以 テ連結 サレ之 ト咽

頭 粘 膜 トノ間 ニハ少 シ ノ間 隙 ア リ.漏 斗 部 ガ間 腦

ヨ リ分 レル部 位 ニ至 リテ 兩側 軟骨 ハ 更 ニ大 トナ リ

左 右 側 ヘ延長 ス.漏 斗 部 ト間腦 トノ連 絡 切 レテ獨

立 ス ル ニ至 リテ左 右 ノ軟骨 モ各 々2部 ニ分 離 ス.

漏 斗 ノ内腔 ハ漸 次 廣 クナ リテ其 ノ壁 ノ厚 サ ヲ減 少

ス.漏 斗 部 ガ間 腦 トノ連 絡 ヲ完全 ニ斷 チ タル部 位

ニ 於テ 漏 斗部 ノ腹 側 ヲ見 レバ,正 中線 ヨ リ少 シ ク

ハ ナ レテ 左右 對 稱的 ニ小隆 起生 ジテ色 素 ニ濃染 セ

リ.之Pars anteriorノ隆 起的 チPars lateralisー

シテ 將來Pars tuberalisトナ ル ベキ モ ノナ リ.次

ノ切 片 ヘ行 ケバ コ ノ兩 側 ニ存 在 セル小隆 起 ハ合 シ

テ1ツ トナ リ中央 ニ於 テ腹 側 ヘ出 デ タル小隆 起 ト

ナ リ殆 ド同一 幅 ヲ以 テ漸 次 尾 方ヘ續 ク.之 ト共 ニ

Pars anteriorハPars neuralisヲ 漏 斗 内腔ヘ壓 シ

テ 自 ラハ 漸 次紡 錘 形 ヲ トル.カ カル部 位 ニ至 レバ

兩側 軟骨 ノ連 絡 部 ハ側 方 ヨ リ漸 次厚 サ ヲ増加 ス.

カ クテ尾 方ヘ 追求 スル ニ從 ヒテPars antetiorノ 大

サ ヲ増 シ腹 方 ハ兩 側 軟 骨ノ 連 結 部 ニ接 シタ リ.之

ト同 時 ニ漏斗 部 ノ壁 ハ漸 次 薄 クナ リ内腔 モ小 トナ

リ背腹 ヨ リ壓迫 セ ラ レタル ガ如 キ状 トナル.更 ニ

進 メバPars anteriorノ 背 側 ニ於 テ漏 斗腔 ニ椙 當 ス

ル部 ニ色 素 ニ淡染 スル組 織 ア ラハPars anterior

ニ密 着 ス.コレPars intermediaニ シテ コ ノ先端

ハ兩 側少シ ク背 方 ニ延 長 ス.間 腦 腔 「ク ローバ」形

ニナル所ニ於テ腦下垂體ハ小サクナリ,其 ノ左右

側ノ軟骨ハ中央ヘ向ヒ延ビ中央部ニ於テ溝ヲ造リ

土耳古鞍 トナル.模 型(100倍)ニ 就キテ見ルニ
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Fig. 10.ノ 示 ス如 ク,Pars anteriorノ 前 方 左 右 端 ニ

於 テ將 來Pars tuberalisト ナ ル ベ キPars lateralis

ア リ.Pars anteriorノ 形 ハ 中 央 部 ノ隆 起 セ ル 五 角

形 ヲ ナ シ,長 サ2.4cm最 大 幅3.3cmア リ.Pars

intermediaハ 左 端 ノ モ ノ ノ幅Pars anteriorノ 左

側 端 ヨ リ測 リテ1.2cm長 サ0.9cm,右 端 ノ モ ノ

ノ幅Pars anteriorノ 右 側 端 ヨ リ測 リ テ1.1cm長

サ0.8cmア リテPars anteriorノ 後 端 ヨ リ3.0mm

前 方 ニ於 テ 清 失 セ リ.

Fig. 10.

第9階 梯 胎 仔 記 號69 全 長25.0mm

横斷 頂 肛徑10.0mm

長軸 ハ直線 状 ニ シテ腹 部 ノ膨隆 ハ全 ク消失 ス.

後 肢 ノ長 サハ2.0mmニ 達 シテ直 線状 ニ シテ關 節

ヲ認 メ難 シ.4趾 ヲ認 ム ル モ未 ダ個 々 ニ分 岐 セ ズ

外鰓 ハ全 ク退 化 ス.前 肢 ハ肉 眼 上認 メ得 ザ ル モ切

片 ニテ ハ其 ノ芽 胞 ヲ示 ス ヲ見 ル.連續 切片 ヲ鏡 見

ス ル ニ漏 斗部 ガ間 腦ト 分 離 シテ 未 ダ腦 下垂 體 ノ前

端 ヲ現 ハサザ ル ニ腦 ノ腹 側 左右 ニ存 スル軟 骨ハ 中

央 ニ於 テ 其 ノ連 接 ヲ終 リ而 モ相 富 ノ厚 サ ニ達 ス.

漏 斗 ノ腹 側 ニ並行 シテ漏 斗 ハ此 鞍上 ニ坐 ス.漏 斗

部 ノ壁 少 シク薄 クナ リ内腔廣 クナ ル部位 ニ於 テ 中

央 腹 側 ニ2箇 ノ稍 々腹 部 ヘ隆出 セ ルPars tuberalis

ノ先端 ヲ見 ル.40μ ノ間連續 スル モ初 メ ヨ リ20μ

目 ヨ リ腹 側ヘ 向 ヒテ ノ隆 出著 明 ナ リ.次 デ左右 ノ

モ ノハ合 シテ 中央ニ 於 ケ ル1ツ ノ隆 出 トナ リ,初

メハ腹 側 ヘ出 ヅル モ漸次漏 斗腔 内 ヘ突出 ス.Pars

anteriorノ 形 ハ初 メハ 紡錘 状 ナ ヒ ドモ漸次橢 圓形

トナ リ漏斗 ノ腹 側 部 ヲ背 方ニ壓 シ爲 メ ニ漏 斗腔 ノ

形 ハ 扇 形 トナ ル.Pars anteriorガ 圓 形 ニ 近 ヅ ク ニ

ツ レテ 漏 斗 腔 ハ 實 質 ニ ヨ リテ 充 サ ル.コ レPars

intermediaニ シ テ 扇 形 ヲ ナ シ其 ノ尖 端 ハ 左 右 背 方

ニ 延 ビ間 腦 トPars anteriorト ノ 中 間 ニ 位 ス.Pars

anteriorハ 横 軸 ノ比 較 的 長 キ橢 圓 形 ノ尾 端 ヲ以 テ

終 ル.Pars intermediaハPars auteriorノ 尾 端 ヨ

リ10μ 前 方 ニ テ 終 ル.模 型(150倍)ニ 就 キ テ 見

ル ニFig. 11.ニ 示 ス ガ 如 クPars anteriorハ 略 ボ

矩 形 ニ シテ 其 ノ前 端 兩 側 ヘPars tuberalisハ 突 起

ト シテ 出 ヅ.2ツ ノPars tuberalisノ 間 ノ距 離 ハ

0.5cmナ レ ド其 ノ前 端 ニ 於 テ ハ 少 シ ク距 離 短 縮 シ

テ0.4cmア リ.右 ノPars tuboralisハ 幅1.2cm

長 サ0.6cm,左 ノ モ ノハ 幅1.3cm長 サ0.6cmア

リ.Pars anteriorハ 其 ノ 中 央 部 尾 端 ニ 近 ヅ ク ニ ツ

レ テ 腹 側ヘ 突 出 シ最 大 幅3.0cm長 サ2.1cmア リ.

左 方 ノPars intermediaノ 長 サ2.2cm幅 ハPars

anterionノ 左 側 端 ヨ リ測 リテ0.9cm,右 方 ノPars

intermediaハ 長 サ1.8cm輻 ハPars anteriorノ 右

側 端 ヨ リ測 リテ0.8cmア リ,
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Fig. 11.

第10階 梯 胎仔 記 號71 全 長32.0mm

横 斷 頂肛徑12.0mm

本 時期 ニ於 テハ 尾部 最 モ長 ク シテ後肢 ハ愈 々發

育 シ其 ノ全 長4.5mmニ達 シ3箇 ノ關 節 ヲ發 生 ス

5趾 ヲ生 ジ而 モ各 趾 ハ全 然分 離 ス.前 肢 亦點 状 ヲ

呈 シテ出 現 ス.鰓 弓 ヨ リ發育 シ蝌蚪 期 ニ於 テ 最 モ

長 キ體 長 ノ時 ナ リ.連續 切片 ヲ鏡 見 ス ル ニ間腦 ノ

漏 斗基 根部 ニ於 テ劍 状 骨 ハ土 耳古 鞍 ヲ形 成 シ,漏

斗 部 ハ コレ ヨ リ少 シクハ ナ レテ鞍ニ 平 行 シテ存在

ス.漏 斗腹 側 ニ2ツ ノPars tuberalisノ 前端 ヲ見

ル.此 切 片 ヨ リ10μ 尾 方 ニ於 テハPars tuberalis

ト漏 斗部 トノ境 界判 然 セザ レ ドモ20μ ニ至 リテハ

可 成リ 明 確 ニア ラハ レテ 兩者 ノ距 離 接 近 ス.40μ

ニ至 リテ殆 ド相 接着 シ50μ ニ至 リテ兩 者 ハ全 ク合

Fig. 12.
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ー シ横 ニ細長 キ細 胞 塊 レシテ腹 側ニ 出 ヅ.ソ レ ヨ

リPars anteriorハ 紡錘 形 トナル ガ此部 位 ニ至 レバ

漏 斗 部 ノ内腔 ハ盃 形 ヲナ シ其 ノ壁 ハ 非常 ニ薄 クナ

ル.此 内腔 ハ漸次 小サ クナ ル ト共 ニPars anterior

ハ大 キ クナ リ圓ニ 近 キ橢 圓形ト ナ リSattelgrube

ノ上 ニ乘 ル モ,此 標本 ニ於テ ハ土 耳 古鞍 ノ中央 部

非常 ニ菲薄 トナ リテ背 側 ヘ向 ヒテ少 シ ク隆 出 セ リ

Pars intermediaガ 出 現 スル頃 ニ至 リテ土 耳 古鞍 ハ

通常 ノ厚 サ トナ リ此標 本 ニ於テ ハPars intermedia

ハ可 成 リ長 ク續 ク.Pars anteriorノ 尾 端 ニ於 テ ハ

土耳 古 鞍 ト密 着 シテ40μ ノ間 ニ於 テPars inter-

mediaハ 消失 ス.模 型(100倍)ニ 就キ テ ハFig. 12.

ノ示ス ガ如 クPars tuberalisハPars anteriorノ 前

方 ヘ2ツ 出 デ タ リ.兩 者 ノ間隔0.6cm左 ノモ ノノ

幅1.3cm長 サ4.0mm,右 ノモ ノ ノ幅1.2cm長 サ

4.0mmア リ.Pars anteriorノ 最 大幅2.4cm長 サ

2.2cmア リテ,著 明 ニ腹 側 ヘ膨隆 ス.前 階 梯 ニ於

ケル ト同 ジ規 準 ニ於 テ左 ノPars intermediaノ 幅

1.3cm長 サ1.1cm,右 方 ノモ ノノ幅1.1cm長 サ

1.1cmア リ.

第11階 梯 胎 仔 記 號75 全 長22.0mm

横斷 頂肛徑9.0mm

本 時期 ニ於 テ ハ胎 仔 ノ前肢 ハ5.0mmニ 達 シ4

指 ヲ發生 ス.後 肢 ハ延 ビテ11.0mmニ達 シ5趾 ヲ

認 メ4關 節 ヲ有 ス.尾 部 ハ漸 次退 化 シテ體 長 ノ半

ニ達 セ ズ.連續 切片 ヲ鏡 見 スル ニ漏 斗前 端 ノ部 位

ニ於テ 劍 状 骨 トナル ベキ 兩側 ノ軟 骨 ハ小 トナ リ,

腹側 ニ存 ス ル軟 骨 ハ殆 ドー樣 ノ厚 サ ヲ以 テ土 耳 古

鞍 ヲ作 ル.漏 斗内 腔 ガ腦室 トノ連 絡 ヲ失 ヒ土 耳 古

鞍尚ホ ー 層厚 サ ヲ増 加 シ タル部位 ニ於テ,漏 斗腹

側 ニテ 之 ニ密 着 シテ左 右 ニ1箇 宛 ノPars tuberalis

ノ前 端 出現 ス.右 方 ノモ ノハ 左方 ノモ ノニ比 シテ

厚 ク兩者 共 ニ側 方 ガ厚 ク シテ 内方 ニ赴 ク ニ ツレ テ

漸次 薄 クナル.次 ノ切片 ニ於 テハ 兩 者共 ニ殆 ド同

ー ノ厚 サ トナ ル.更 ニ進 メバ 兩者共ニ 厚 サ ヲ増加

ス ル ト同 時 ニ相互 間 ノ距 離 相接 シ來 ル.カ クテ兩

者 ハ初 メ ヨ リ80μ ニ於 テ 遂 ニ正 中線 ニテ 相融 合

シ.此 部 位 ニ至 レバ漏 斗内腔 ハ 非常 ニ大 キ ク壁 ハ

非常 ニ菲 薄 トナル,ソ レヨ リPars anteriorハ 漏

斗 内腔 ニ向 ヒ テ膨 出 シ橢圓 形 ヲ呈 ス.Pars inter-

mediaハPars anteriorノ 直背 部 ニ出 デテ兩 側 ニ

其 ノ翼 ヲ現 ス.尾 端 ニ近 ヅ ケバPars anteriorハ 土

耳 古 鞍 ニ密着 シPars intermediaガ 此背 側 ニ接 シ

少 シク距離 ヲ距 テテ 腦底 ト相對 ス.Pars anterior

ノ尾端 コ リ50μ 前 方 ニ於 テPars intermediaハ 消

失ス.模 型(150倍)ニ 就 キテ観 察 スル ニFig. 13

Fig. 13.
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ノ示 スガ 如 ク漏 斗 部 ノ中央 後 腹 方 ニ橢 圓形 ノPars

anteriorア リテ 中央 ハ腹 側 ヘ膨 出 ス.其 ノ左 右 側

ヘPars intermedia翼 状 ニ延 長 スルモPars anterior

ノ尾端 ニ近 ヅ ケバ,Pars intermediaハ 存在 セズ.

Pars anteriorノ 前端 左 右 側 ヘPars intermedia出

ヅ.右 側 ノモ ノハ 比較 的 眞直 ニ前 方 ヘ延 ビル モ左

側 ノモ ノハ狭 キ柄 部 ヲ以 テPars anteriorト 連 リ,

左 側方 ヘ曲 リテ 前 方 ヘ延 長ス.右 ノPars tuberalis

ハ 幅0.6cmノ 柄 ヲ以 テPars anteriorト續 キ最大

幅1.6cm長 サ1.05cmア リテ不規 則 ナル形 ヲ呈

ス.左 ノPars tuberalisハ 幅0.4cmノ 柄 ヲ以 テ

Pars anteriorト續 キ,最 大幅2.1cm長 サ1.05cm

ア リテ 左 側前 方 ヘ長 ク延 長 ス.第8階 梯 ニ記 載 セ

ル如 キ標 準 ヲ以 テ ス レバ右 ノPars intermediaノ

最大 幅1.2cm長 サ1.2cm,左 ノモ ノハ 最大 幅

1.3cm長 サ1.35cmア リ.Pars anteriorノ 最大 幅

4.0cm長 サ2.3cmア リ.

第12階 梯 胎 仔記 號108 全 長12.0mm

横斷 頂肛徑12.0mm

本時 期 ニ於 テハ尾 ハ全 ク消失 シ四肢 ノ發育ハ 著

明 ニ シテ,前 肢 ニハ4指 ノ發育 著 シク後肢 ニハ5

趾 ノ發達 明 カ ナ リ.變 態 後約6箇 月經 過 セ ルモ ノ

ナ リ.連續 切 片 ヲ鏡 見 スル ニ間腦 ノ漏 斗基 根部 ニ

於 テハ 前顎顱 頂骨 トナル ベ キ軟骨 著 明 ニ發 育 シ,

劍 状 骨 モ亦 著 シ ク發 達 シ漏 斗 部 トノ間 ニ間 隙 ヲ有

ス.漏 斗部 腹側 正 中線 ヨ リ少 シク右 ニ離 レテPars

tuberalisノ 出現 ヲ見 ル.左 側 ノア ラハ レザ ルハ右

側 ノモ ノ左側 ノモ ノニ比 シテPars anteriorヨ リ

遠 距 離 ニ在 ル爲 カ,又 ハ左 右對稱 的 ニ存在 スル モ

切 片 ガ稍 々斜 ニ切 レ シ爲 カ,何 レ カ ニ ヨルナ ル ベ

シ.色 素 ニ非 常 ニ濃染 シー見 シテ漏 斗部 ト區別 シ

得.20μ ヲ過 ギテ左 側 ノPars tuberalis出 現 ス.

左 右共 ニ尾 端 ニ向 フ ニツレテ 其 ノ厚 サ ヲ増加 シ初

メヨ リ60μ ノ所 ニ於 テ左 右共 ニ消 失 ス.之 ヨ リ少

シ ク尾 方 ニ於 テPars anteriorノ 前端 出 現 シ略 ボ

紡 錘状 ヲ呈 シテ劍 状骨 ノ背 側 ニ坐 シ漏 斗腔 ハ非常

ニ大 トナ ル.コ ノ部 位ニ至 レバ腦 ノ背 側左 右 ヲ除

ク外 其 ノ周圍 ハ完 全 ニ骨組 織 ヲ以 テ取圍 マル ル ニ

至 ル.Pars anteriorノ 尾端 ニ近 ヅ クニ ツ レテPars

intermedia其 ノ背側 ヲ蔽 ヒ,Pars anteriorノ 尾

端 ヨ リ20μ 前 方 ニ於 テ其 ノ姿 ヲ沒 ス.模 型(150

倍)ニ 就 キテ見 ル ニFig. 14.ノ 示 ス ガ如 クPars

tuberalisハ 左 右共 ニPars anteriorト ノ連 絡 ヲ失

ヒ漏 斗腹 側 ノ左右 ニ孤 立 シテ 存在 ス.右 ノ最 大幅

2.5cm長 サ0.9cm,左 ノ最 大幅2.3cm長 サ0.9cm

Fig. 14.
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ニ シ テ 左 右 ノ モ ノ ノ距 離0.9cmア リ.Pars anterior

ノ 前 端 ハ 左 ノPars tuberalisヨ リ0.3cm距 タ リ右

ノPars tuberalisヨ リ0.6cm距 リテ 初 リ,長 サ

3.0cm最 大 幅4.0cmア リ.Pars intermediaハ 前

述 ノ如 キ 規 準 ニ於 テ 測 定 シテ 右 ノ最 大 幅1.5cm

長 サ0.9cm,左 ノ最 大 幅1.3cm長 サ0.9cmア リ

4. 考 察 及 ビ總 括

前章ニ於テ述ベタル各蟾蜍 胎仔 ニ於ケル連

續 切片竝 ニ〓模型製作 ニヨリテ觀察 シタル腦

下垂體 原基 ノ發生 ニ就キテ,批 判的考察ノ下

ニ本章ニ於テ之 ヲ總括 セントス.

腦 下垂體 ノ發 生 母地 ニ關 シテハ1871年

Mullerガ 記 載 セル從來 ノ4説 ヲ假 リニ除外

シテ、其ノ後 ノ研究 ニ カ カル モ ノニ於 テモ

Kupffer, Valenti等 ノ唱ヘタル外胚葉ノ ミナ

ラズ之 ニ内胚葉細胞ガ混 入スルモノナ リト云

フ説 ニ對 シテ,Goette, Corning氏 等 ノ外胚

葉 ノミ ヨリ成 立ス ト云 フ説 アリテ未ダ決定的

ノ定説 ヲ見ザルガ如 キ觀 ア リシガ,最 近ニ至

リテAtwell,鷲 見 氏 等ニヨレバ,後 葉 ヲ除 ケ

ル他ノ3部 ハ上皮性 ノモノ トシテ記載 セリ.

此點 ニ關 シテ余 ノ檢索 セル上記初期階梯 ノモ

ノニ ツキテ考察 スル ニ,上 皮 内層 ハ腦 ト腮腸

トノ間ニ於 テ尾方 ヘ向ヘル突起 トナ リテ出ヂ

第1階 梯 ニ於 テハ此突起 ト中胚葉細胞 トノ區

別 ハ明 カナル モ腮腸前壁 トハ ー見融合 シテ兩

者 ノ間ニ境 界ナキモノノ如 シ.然 レドモ強擴

大 ニヨリテ之 ヲ見 レバ其ノ間ニ可成 リ明カナ

ル境 界 ヲ發 見 スルナ リ.第2階 梯 ニ於 テハ

腦下垂體 トナルベ キ突起 ト中胚葉細胞 トノ間

ニ明カナル境 界ヲ見ザルガ如 キモ,之 ヲ強擴

大 ニテ見 レバFig. 4.ニ 示 スガ如 クニ此間 ニ

自ラ境 界存在 シテ中胚葉細胞 トモ混合セザル

コ トヲ知 ルナ リ.第3階 梯 ニ於 テハコノ上皮

内層 ノ突超 ハ後方ヘ延 ビテ明 カニ腦 下垂體 ト

ナル所 ヲ示 シタルモノナ リ.以 上述ベ シ如 ク

古來 ヨリ數説存 シタル モ,古 クハGoette,最

近 ニテハAtwell,鷲 見氏等ノ唱 フルガ如ク,

神經 葉ヲ除外 セル他 ノ部 ノ腦下垂體 ハ上皮内

層組織 ノ隆 出ニヨリテ生 ジタルモノ換言 セバ

外胚葉 ノミヨ リ成立 ス ト云 フ説 ニ賛 スル モノ

ナリ.

次 ニ腦 下垂體 ノ形態學的發 生 ニ關 シテハ便

宜上次 ノ3部 分ニ分 チテ考察 セン.

1. Pars anterior

第4階 梯 ハ腦下垂體 ガ漏斗部 ニ附着シテ上

皮 トノ運絡 切 レテ間モナキ時期 ノモ ノニシテ

未 ダ其 ノ中ニ各部 ヲ區別 スルコ ト能 ハズ.第

5階 梯 ハ前階梯 ノモノヨ リ少 シク進 ミタル時

期 ノモノニシテ尚ホ各部分ノ區別 ヲ認 メズ.

タ ダ兩階梯 ノモノ共 ニ幅 ヨリモ前後長ノ方 ガ

長 シ.然 ルニ第6階 梯ニ至 リテPars anterior

ハ急 ニ横 ニ擴大 シ前後長 ヨリモ長クナ リ腹側

ニ向ケラ少 シク膨隆 ス.第7階 梯 ノ變態期 ニ

至 リテ急ニ大キク發育ス.第8階 梯 ニ至 リテ

初 メテPars lateralisノ 現 レルヲ見,Atwell

ノ唱 フル如 キ早期ニ出現スルヲ見 得ザ リキ.

カクテPars anteriorハ 各階梯共 ニ大體橢 圓

形ヲ 呈 シ第9,第10,第11,第12階 梯 ト追

フニツレヲ漸次其ノ長徑 及 ビ横徑ヲ 増大ス レ

ドモ,其 ノ最大横徑 ハ前後長 ヨリモ常 ニ大ナ

リ.而 シテ其 ノ中央 ハ腹側 ニ向 ヒテ膨出 シ3

部 分ノ中最大ナルモノナ リ.
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2. Pars intermedia

Pars intermediaハ 初期 ノ階梯 ニ在 リテハ

之 ヲ認 メ得ズ.第6階 梯 ニ至 リテ初 メテ出現

シPars anteriorノ 兩側 ヨリ其 ノ背方 ヲ取巻

キPars anteriorノ 尾端 ヨリハ少 シク前方ニ

終 ル.第7階 梯ニ至 リテ愈々發 育著明 ニ シテ

腹側 ヨリ見 レバPars anteriorノ 兩側 ヘ翼状

ニ連 ル.第8,第9,第10,第11階 梯 迄 ハ略

ボ同ー形状 ヲ呈 シタ リ.第12階 梯 ニ至 リテ其

ノ發育 ハアマ リ著明ナラス シテ比較的 ノ大 サ

バ前階梯 ノモノ ヨリ寧 ロ小 トナル.

3. Pars tuberalis

之 モ 初 期階 梯 ノモノニ於 テハ認 ムルヲ得

ズ.第8階 梯 ニ於 テ初 メテ現ハ レタルPars

lateralisハ 漸 次隆 出著明 トナ リ,第9階 梯ニ

於テハPars anteriorノ 前 方ヘ向 ヘル2ツ ノ

突起 トナ リテ現 ル.即 チ變態後初 メテコハ突

起明 カ トナルナ リ.第10階 梯 ニ於テハ其 ノ

形態梢 々規則 正シクナル.第11階 梯 ニテハ

兩側 ノPars tuberalis共 ニ前方 ヘ延 ビテ狭

キ柄 ニテPars anteriorト 連絡 スルニ至ル.

而 シテ兩者共ニ不規則 ナル形 ヲ呈ス.第12

階 梯 ニ於 テハ兩側 ノPars tuberalis ハPars

anteriorト 全 ク連絡ヲ失 ヒテ分離獨 立 シ漏斗

部 ノ腹側Pars anteriorノ 前方ヘ附着 スルニ

至 ル.成 熟 セル兩棲類ニ於 ケルPars tuberalis

ノ存 否ニ就 テハ目下檢 索中ナルヲ以 テ他 日成

績 ヲ得 テ後 ニ發表スベ シ.

Pars neuralisニ 關 シテハAtwell氏 モ述ベ

シ如ク漏斗部 トノ間 ノ明確ナル境 界ヲ缺 キ,

現 今ノ學説ニ於 テハ考慮 セラレズト述ベタル

説 ニ全然同感ニシテ,少 ク共Bufo vulgaris

japonicusノ 胎仔 ノPars neuralisニ 就 テハ

明確ナル記載 ヲナシ得 ザ リキ.余 ハ宗族發 生

史學的ニ脊椎動物 ノ其ノ他 ノ綱ニ就キテ該原

基 ノ發生 ヲ研究 シ,他 日稿 ヲ改 メヲ發表 スベ

シ.

5. 結 論

前章 ノ總括及 ビ考察 ニヨリ次 ノ結論 ヲ得.

無 尾兩棲類中Bufo vulgaris japonicusニ 於

テ.

1. 腦 下 垂體 ハ3ツ ノ上皮性葉 ト1ツ ノ神

經葉 トヨリ成ル.上 皮性葉ハ中胚葉細胞 又ハ

内胚葉細胞 ヲ交 ヘズ シテ,純 梓ニ外胚葉性 ノ

モノニ シテPars anterior, Pars intermedia

und Pars tuberalisノ3部 分 ヨリ成 ル.

2. Pars anteriorハ 上 皮内層 ノ中央 ヨリ

尾方ヘ延 長 セル腦下垂體 ノ中央主大部 ヨリ發

育シ,3部 分 ノ發 育セル時期 ニ於 テハ腦 下垂

體 ノ大部分 ヲ占 メ腦下垂體他部 ノ腹尾 方ニ存

在 ス.而 シテ發育初期ノモノヲ除 キテハ,其

ノ横徑 ハ常 ニ長徑 ヨリモ大 ニ シテ橢 圓形 ヲ呈

ス.

3. Pars intermediaハ變 態 期 ニ至 リテ其

ノ初 現 ヲ ア ラ ハ シ,Pars anteriorノ 背 側 方

ニ存 在 シ,腹 側 ヨ リ之 ヲ見 レバPars anterior

ノ 兩 側へ 翼 状 ニ廣 ガ ル.

4. Pars tuberalisハPars anteriorノ 側

前 方 ニ アル2ツ ノ 突 起Pars lateralisト ナ リ

テ 初 リ漸 次 延 長シ テ 前 方 ヘ延ビ,遂 ニ ハPars
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anteriorト ノ連絡 ヲ失 ヒ,漏 斗腹側腦下 垂體

ノ前方ニ於テ孤立 セル2ツノ 質實性 ノ組織 ト

シテ存在 スル ニ至 ル.

5. Pars neuralisハ蟾蜍 胎 仔 ニ於 テ ハ 漏

斗 部 トノ 間 ニ明 瞭 ナ ル境 界 ヲ示 サ ズ.

終 リニ臨 ミ恩 師敷 波教 授 ノ御 指導 ト御 校閲 ノ勞 ヲ賜 ハ リシ コ トニ感謝 ノ意 ヲ表 ス.

(本 論文 要 旨 ハ昭 和8年10月 廣 島 ニ於 ケル 日本 動物 學會 ニテ發 表 セ リ).
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挿 圖 説 明

Fig. 1.(第1階 梯)腦 下垂體 原基 中央部 縦 斷

面(約80倍)

Fig. 2.(第1階 梯)Fig. 1.ヲ強擴 大 トセ ル

モ ノ (
Obj. 20

 Leitz. Okul. 7

 Abstand 35cm )
Fig. 3.(第2階 梯)腦 下 垂體 原基 中央 部(胎

仔 中央縦斷 面腦 下垂體 原基 ノ後方

ヘ伸 ビル ヲ示 ス(約80倍)

Fig. 4.(第2階 梯)Fig. 3.ヲ 強擴 大 トセル

モ ノ (
 Obj. 20

 Leitz.  Okul. 7
 Abstand 35cm )

Fig. 5.(第3階 梯)腦 下垂體原基中央部縦斷

面.腦 下垂體 ノ漏斗部腹側ヘ附着セ

ルヲ示 ス(約80倍)

Fig. 6.(第4階 梯)腦 下 垂體 原 基模 型 ノ腹 面

觀(100倍 模 型 ノ實 物 大)

Fig. 7.(第5階 梯)腦 下 垂體 原 基模型 ノ腹 面

觀(100倍 模 型 ノ實 物大)

Fig. 8.(第6階 梯)腦 下 垂體 原基 模型 ノ腹 面

觀.Pars intermediaノ 出 現 ヲ示 ス

(150倍 模 型 ノ實 物大)

Fig. 9.(第7階 梯)腦 下垂體 原基 模型 ノ腹 面

觀(150倍 模 型 實物 大)

Fig. 10.(第8階 梯)腦 下垂體 原 基 模型 ノ腹 面

觀.Pars lateralisノ 出 デ タ ルヲ示 ス

(100倍 模 型 ノ實 物 大)
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Fig. 11.(第9階 梯)腦 下垂體 原基模 型 ノ腹 面

觀(150倍 模 型 ノ實物 大)

Fig. 12.(第10階 梯)腦 下 垂體 原基模 型 ノ腹 面

觀(100倍 模 型 ノ實 物大)

Fig. 13.(第11階 梯)腦 下垂 體原 基模 型 ノ腹 面

觀.Pars tuberalisガ 狭 キ柄ニ 連 絡

セル ヲ示 ス

(150倍 模 型 ノ實 物 大)

Fig. 14.(第12階 梯)腦 下垂 體 原基 模型 ノ腹 面

觀.Pars tuberalisノ 分 離 獨立 セル

ヲ示 ス

(150倍 模 型 ノ實 物大)

Verzeichnis der Abkurzungen.

Ch.=Chorda dorsalis. C.P.=Corpus pineale.

D.W.=Dorsaler Wulst. Ep.a.=aussere Schicht

des Epithels. Ep.i.=innere Schicht des Epithels.

H.=Hirn. H.T.d. Hyp.=Hinterer Teil der

Hypophyse. Hyp.=Hypophyse. Hz.=Herz.

I.=Infundibulum. K.=Kiemendarm. M.=

Mundbucht. P.a.=Pars anterior. P.i.=Pars

intermedia. P.l.=Pars lateralis. P.t.=Pars

tuberalis. R.=Rachenhaut. S.=Saugnapf.

V.=Ventrikel des Hirnes. V.T.d. Hyp.=Vor-

derer Teil der Hypophyse.
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